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令和元年度医療救護所訓練（案）について 

 

 区では、毎年２校ずつ医療救護所訓練を実施している。昨年度、全 10か所の

医療救護所での訓練が一巡化したことに伴い、今年度は、下記のとおり訓練内

容のアレンジを検討している。 

 

記 

 

１ 訓練実施日および開催校 

（１）令和元年 12月 8日（日） 貫井中学校（貫井 2-14-13） 

（２）令和元年 12月 15 日（日）  大泉南小学校（東大泉 6-28-1） 

 

２ 訓練アレンジ内容（案） 

（１）医療救護所の開設訓練の実施 

   訓練冒頭に 40 分ほど掛けて開設訓練を行う。はじめの 30 分間で、机の

移動や簡易ベッドの設置などの会場設営や備蓄品の配備（デモ）を行う。

その後の 10分間で、協力いただく災害拠点病院の医師の確認を受ける。 

 

（２）本部（記録係）機能について 

  本部には、これまで区要員および班長を配置し、傷病者の把握を行ってい

たが、統括医を配置し、傷病者の来所状況や四師会の参集状況等を総合的に

判断し、差配できるよう本部機能を見直す。 

  また、区要員の役割と業務を明確にし、本部が円滑に機能するようにする。 

 

（３）訓練時における医療救護班等の初期配置について 

   これまで決まりがなかった医療救護班等の初期配置を以下のとおりとす

る。医師を重症者処置エリアに多く配置するほか、歯科医師はトリアージ

ポストを中心に配置し、状況に応じて歯科医療を要する傷病者に対応する。

また、人員の配置については、統括医が状況を把握し、必要に応じて再配

置することとする。 

＜配置例＞ H30 開三中訓練時の割当てを基に記載（医 6 歯 5 薬 6 柔 4 看 5） 

配置場所 職種（人数）  職種（人数）案 

トリアージ（軽） 医 0 歯 2 薬 0 柔 0 看 2*  医 0 歯 4 薬 0 柔 0 看 2 

軽症者処置エリア 医 3 歯 1 薬 2 柔 2 看 2*  医 2 歯 0 薬 2 柔 4 看 0 

調剤・投薬 医 0 歯 0 薬 2 柔 0 看 0  医 0 歯 0 薬 2 柔 0 看 0 

トリアージ（重） 医 1 歯 1 薬 0 柔 0 看 2  医 2 歯 1 薬 0 柔 0 看 1 

重症者処置エリア 医 2 歯 1 薬 2 柔 2 看 1  医 2 歯 0 薬 2 柔 0 看 2 

資料２ 
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（４）使用する帳票について 

  昨年までは、災害用カルテ（別紙１）を使用していたが、2018 年に全国

的な共通様式が示されたことから、災害診療記録 2018（別紙２）を使用す

る。 

 

（５）災害用カルテの運用方法について 

   医療救護所には、軽症者が多数来所することが想定される。傷病者に迅

速に対応するため、軽症者処置エリアにおいては、トリアージタッグの記

載のみとし、災害用カルテは作成しない運用を検討する。ただし、後日、

カルテを作成することができるようトリアージタッグには、記載項目はも

ちろん投薬の内容等まで詳細に記述することとする。 

  また、重症者処置エリアでは、従来どおりトリアージタッグと災害診療記

録の併記とする。 

  なお、軽症者エリアで容体が急変した患者については、重症者エリアに移

された後、災害用カルテを記入する。 

 

３ 貫井中学校医療救護所訓練（案） 

（１）ＡＥＤ講習の実施 

  開設訓練を行っている時間（訓練開始 40 分間）で訓練に参加する貫井中学

校の生徒を対象に消防署員によるＡＥＤ講習を実施する。 

 

（２）「災害時における透析医療確保に関する行動指針」の検証 

  東海病院、透析患者搬送団体、透析患者会の協力のもと、医療救護所に来

所した緊急に透析を必要とする透析患者を、専門医療拠点病院である東海病

院へ搬送する。これにより「災害時における透析医療確保に関する行動指針」

の検証を行う。 

 

（３）災害時における協定の業務内容の確認 

医療救護所で発生した重症者を、病院救急車を使用して練馬光が丘病院に搬

送する。また、備蓄医薬品が不足した想定で、医薬品卸売事業者に追加医薬品

を要請し、納品・検品を行う。 

【協定】「災害時における医療救護活動の協力に関する協定」 

    「災害時における医薬品等の供給協力に関する協定」 

    「災害時における透析患者搬送に関する協定」 
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４ 大泉南小学校医療救護所訓練（案） 

（１）避難拠点訓練同時開催 

  電話機の設置や炊き出し等を行う避難拠点訓練を同時開催する。避難拠点 

 運営に避難拠点運営連絡会や区要員が多く割かれる中でも、医療救護所運営

が円滑になされるか検証を行う。 

 

（２）災害拠点連携病院との連携訓練の実施 

  医療救護所で発生した中等症者を大泉生協病院へ搬送する。また、大泉生

協病院から軽症者を医療救護所へ誘導する訓練を行う。なお、病院への搬送

は、今年度購入した一人可搬担架を使用する。 

 

（３）重症者処置エリアでの訓練内容について 

  現行では、重・中等症者がレスキューカーで運ばれ、トリアージをし、症

状を診て処置をするという一連の動きを行っている。今年度の試みとして、

PAT 法トリアージを行い、止血や輸液等の安定化治療と搬送を念頭に置き訓

練を行う。 
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５ タイムスケジュール 

時間 訓練等 

9:00～9:15 

【開会式】 

開会挨拶 

参加者紹介 

訓練説明 

9:15～9:40 
【災害対策講習会】 

  医師によるトリアージ講習など 

9:40～10:20 医療救護所の開設訓練・設営の準備 

10:20～11:20 

（60 分） 

傷病者来所（体育館から移動） 

傷病者の振分け 

傷病者の誘導 

トリアージ（タッグ付けと記入） 

軽症者の応急手当 

調剤・投薬 

重症者等の搬送順位の確定・搬送訓練 

透析患者の搬送訓練（貫井中学校のみ） 

医薬品の確保・補充（貫井中学校のみ） 

情報連絡訓練 

11:20～11:40 

【閉会式】 

講評 

閉会挨拶 

 


